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ヒロセ電機株式会社 

2024 年 3⽉期 第 3 四半期 決算説明会 Q&A 要旨 

 

Q1:   

産機向けの BB レシオ、今年度の動きが知りたい。また産機向けの回復はいつ頃と見ているか。 

A1：  

産機向けの BB レシオ。FY23、2Q が約 0.7、3Q は 0.7 弱、4Q予想も約 0.7。回復は来年度の夏以降ぐらいと見

ている。 

 

Q2： 

産機向け、顧客の在庫調整により実需より低い受注が継続とのことだが、今後の実需はどの程度と見込んでいるか。 

 

A2:  

コロナ前の年間 400億円レベルから、新製品が増加しており、今後は 500 億円レベルは見込めると考えている。 

 

Q3：  

自動車向けに関して、業界内では向かい風要因も発生していると思うが、徐々に切り上がっていく水準で好調に見える、要因

は何か？ 

A3：  

中国の自動車市場は逆風要因もあるが、新製品の新規参入とお客様の広がりで当社は伸びている。シェアは小さいの

で市況の影響は少ないと考える、今期も約２割成長と堅調が続いたが来期の計画はまだ見えていない、可能ならば２

桁成長は目指したいと思う。 

 

Q4： 

スマートフォン向けに関して、堅調とのことだが地域別にはどうか。 

 

A4:  

今年度は中国向けが回復傾向、韓国向けも堅調が続いている。 

 



 
 

2 
 

Q5：  

コンシューマ向けに関して。4Q見込みも低く、年間売上は前年比-22％予想。シェアなどの問題あるか、顧客の販売

動向によるものか。 

 

A5:  

シェアは落としている認識はない。お客様側の物量による事情と見ている。 

 

Q6： 

4Q見通しに関して。4Q の収益面が 3Q に比べて低い要因が知りたい。 

 

A6:  

3Q実績は 2Q に比べ業績対策での人件費、経費類の減少が利益面に貢献、特にインセンティブ報酬の減少影響、

戻し入れで 10億円程度の影響となった。4Q は通常に戻り、さらに年度末の会計処理などで例年通り費用増が見込

まれる。一過性費用は含んでいない。 

 

Q7： 

来期以降に向けての施策、産機向けが戻ると思うが、営業利益 400 億円の回復を見据え、どのような取り組みに注

力しているか知りたい。 

 

A7:  

設備投資が増え固定費化してきているところも見られ、設備を汎用化する取り組みを積極的にしている。新製品を横展

開して償却の効率を高めていきたいと考える。 

 

Q8： 

M&A に関する取り組みはどのように組み入れようとしているか。 

 

A8:  

M&A案件は専門部隊も置き、常に複数件検討している。中長期的に利益率 25%超に貢献できるようなビジネスを

前提に考えている。 

 

 

免責事項 

本資料には、ヒロセ電機の現時点における予測に基づく記述が含まれています。これら将来に関する記述は、既知または未知

のリスク及び不確実性その他の要因が内在しており、当社における実際の業績と異なる恐れがあります。ご承知おき下さい。 


